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Ⅰ．研究の目的・方法

文字式の学習は，中学校数学の中でも重要な

内容であるといえる。そのため，文字式の学習

に関しては，様々な指導の改善が行われてきた

ように思う。しかしながら，文字および文字式

に対して苦手意 を持っていたり，文字式の活

用に困難さを感じたりする生徒は少なくないと

いえる。このことは，中学第1学年だけでなく，

中学第2学年，中学第3学年についても同様で

ある。

そこで，本研究の目的は，第一に文字式の問

題に関する生徒の困難点をみることである。そ

のための方法として，IEAの調査結果を分析・

考察した。

第二に，問題 決および数学的表現における

文字および文字式の意義や役割について明らか

にすることである。そのための方法として，和

田義信氏の論文をもとに，文字および文字式の

意義や役割についての考察を行った。

第三に，上記の 2つの目的をふまえて，実際

の生徒の様相を捉えることである。その方法と

して，調査問題を作成し，考察を行った 調査

問題を作成するにあたっては，熊倉氏らの論文

をもとに，本研究における調査問題の意図およ

び分析・考察の視点を 定した。調査問題は，

定数・未知数・変数としての文字式の問題を作

成し，それぞれの生徒の様相を捉えようとした。

この調査結果を分析・考察することによって，

一般に指摘されている文字式に関する生徒の困

難点が実際の問題 決の場面で文字式を活用す

る様相としてどのように表れるのかを明らかに

していったものである。

これらを通して，生徒の問題 決の様相から

生徒の文字式の捉え方や文字式に関する困難点

を把握することができ，文字式の指導における

題が明らかにできるのではないかと考えるも

のである。
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Ⅲ．論文の概要

まず，IEA（国際教育到達度評価学会）が実

施した第1回から第3回までの数学教育調査の

分析・考察を行った。その結果，生徒にとって

難しい問題として，「文字式の問題」，「論証

に関する問題」，「ノン・ルーチンな問題」を

取り上げることとした。

そこで，これらの問題に関して，生徒が感じ

ている困難点を明らかにした。

特に，「文字式の問題」に関する生徒の困難

点として，以下のような事柄を指摘した。ここ

では指摘したそれらの中から2点をあげておく

ものとする（第2章）。

1）数学的な記号や表現の認 が十分でない

ために問題文を十分に理 できないこと。

2）数学では，文字はいろいろな意味と用法

を持つが，生徒は，それぞれの場面におい

て文字がどのように使われて，どのような

役割をもつのかを正確に認 することがで

きていないこと。　　

IEAの調査問題の分析・考察から，「文字式

の問題」，「論証に関する問題」，「ノン・ルー

チンな問題」に関する生徒の様相を捉えたが，

それらの生徒の様相や認 から実際の生徒の文

字式に関する認 を考察するには不十分である

と考えた。そこで，調査問題を作成し，実際の

生徒の文字および文字式に関する様相や認 を

調査し，さらに本研究に位置づけたものである。

そこで，本研究においては，とりわけ「文字

式」を取り上げ，文字式に関する調査問題を作

成することにした。その中では，「論証」につ

いても取り上げ，「文字式の論証」という形で

問題を作成したものである。

調査問題を作成するにあたって，本研究にお

ける調査問題の意図および分析・考察の視点を

定するために，熊倉氏らの文字式に関する先

行研究を検討した。その結果，生徒は文字を用

いた問題において，文字式を形式的な処理によっ

て扱うような問題は比 的得意であるといえる。

その理由として生徒は，形式的操作や文字 算

のきまりといったものをすべて暗記しようとし，

この暗記に少しでもズレが生じた場合， 算間

違いを こしていることがわかった。だが，文

字式は 算のためだけに学習するのではなく，

それを用いて事物を考察することが目的である

と考える。そこで生徒にとって問題場面の中で

実際，文字式がどのように捉えられているのか

を考察するために，具体的な問題 決の場面を

通して考察することを考えた。また，和田義信

氏の論文をもとに，文字および文字式の役割や

意義についても考察を行った。

本研究においては，文字の用いられ方として

特に，「定数」，「未知数」，「変数」を取り

上げ，文字式の意義に関しては，「① 葉の文

章によって表現されている数量，数量関係や事

柄を文字および文字式によって簡潔・明瞭にし

かも一般的に表現することができること」，

「②文字式によって数量や数量関係を表現する

ことによって，表現された数量や数量関係の本

的な特徴を明確にすることができること」等



を中心に分析・考察をした。

その後，「文字の役割」の視点に立ち，再び

IEAの調査問題を分析し，文字がどのような役

割として用いられているのかを考察した（第3

章）。

調査問題の実施は， 取県内の中学校で行い，

対象を中学3年生（ 105名）とした。実施し

た調査結果から，すべての生徒の様相を抽出し，

その様相をカテゴリーごとに分 し，考察を行っ

た。

上に示した問題1は，調査問題の一つである。

これは，「定数」としての文字の活用を意図し

た問題である。この問題に関する生徒の様相を

分 したものが，以下の表1である。

Aは文字を用いた生徒の様相，Bは文字を用

いない生徒の様相である。

A1に分 した生徒の様相（〔S14〕，〔S17〕）

は次のようなものである。

A1は，ビルの さを 10mとするといったよ

うに具体的な数値を 定するのでなく，文字の

一般性を捉え，ビルの さを文字xを用いて表

現している。

A1は，文字および文字式を活用することが

でき，数量関係の把握や文字式に関する等式の

意味も理 できている生徒であるといえる。

特に，〔S17〕は，文字だけでなく，具体的

な数値や1とおいて考えている。この様相は，

文字xがいろいろな数の代表を表しているとい

う理 に達している様相とみることができる。

上に示した問題は，「未知数」としての文字

の活用を意図したものである。この問題から，

以下の表2に分 したような様相をみることが

できた（第5章）。

本論文の第 3章で指摘した文字および文字式

の意義については，第5章での調査問題の考察

から，生徒は，文字式の活用と文字および文字

式の意義との関わりから，様々な文字および文

字式の捉え方をすることがわかったものである。



また，生徒の文字式の活用に関する特徴的な

誤りや間違った活用例として以下のような様相

をあげることができる。

〔S6〕は， が 5/2となるところを5a/2と

している。つまり，文字を用いた問題 決はで

きているが， としての表現に誤りがある。

〔S8〕は，等式の意味が理 できていない。

〔S10〕は，文字式の 算に誤りがある。

他の調査問題に関しても，以下のような生徒

の誤りの様相がみられた。

〔S1〕は，文字式の表現の捉え方に誤りがあ

る。

〔S2〕は，100a＋10b＋cを 100a＋10a＋a

としている。

このように，特徴的な誤りを行ったり，間違っ

た文字式の活用を行ったりする生徒に対して，

どのような支援や指導を行っていくのかという

ことは，文字式の学習における 題の一つであ

るといえる。

さらに，未知数の問題では文字を用いた問題

決より図的 決をはかる生徒が多くみられた。

それに比べて，定数の問題では，生徒は文字を

積極的に用いようとしていた。

また，文字を用いていない生徒の中にも，文

字式の意義を理 していると思われる生徒の様

相（〔S1〕）もみられた。

B1（表1参照）に属する生徒の様相は，ビル

の さを割合の見方をもとに1と表すことで，

数量関係の本 的な特徴を明確にしようとして

いる。ビルの さを1とみられることから，

〔S17〕のような文字の認 に達しつつあると

いえる。

これらに属する生徒に対しては，文字が具体

的な数値（1，60）の代表を表しているという

認 に める指導が必要であるといえる（第6

章）。
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